










考察と結語 

新生児 ICHや仮死の治療は intact surv-ival が目標であるが,MVは中枢神経系の機能判定

ばかりでなく,中枢神経系予後の評価にも有用であることが判った。MV の検査は手技が比

較的簡単で,測定時間も短かく今後新生児の臨床面で充分使用できる方法である。 

本研究では, 

1.ICH,.新生児仮死においては MV 潜時の延長,振幅の抑制は比較的長期予後とは相関がな

かった。 

2.MVの消失するものは予後が悪く,仮死例では一度でもMV消失が認められゝば要注意であ

ることが判明した。 

3.MV の判定により,ICH や仮死例の治療の目安や疾病の経過，予後の判断に他覚的判定が可

能である。 

などの結論が得られた。今後なお例数を増して最終結論を出したい。 


